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事
前
協
議
と

承
継
対
象
権
利
義
務
の
特
定

　

ま
ず
、
会
社
分
割
の
実
行
に
際
し
必

要
と
な
る
の
は
、
効
力
発
生
日
を
含
む

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
承
継
対
象
と
す
る
権

利
義
務
（
以
下
、
承
継
対
象
権
利
義
務
）

の
検
討
で
す
。
承
継
対
象
権
利
義
務
の

具
体
的
な
内
容
に
は
、

・
資
産

・
負
債
（
債
務
）

・
従
業
員
（
雇
用
契
約
）

・
契
約
上
の
権
利
義
務

・
知
的
財
産
権

な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

●
事
前
協
議
・
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス

Ｍ
＆
Ａ
や
事
業
承
継
な
ど
の
相
手
方

が
存
在
す
る
取
引
で
は
、
具
体
的
な
承

継
対
象
権
利
義
務
を
検
討
す
る
前
段
階

の
作
業
と
し
て
、
承
継
対
象
事
業
に
係

る
資
産
・
負
債
の
状
況
な
ど
を
精
査
す

る
、
い
わ
ゆ
る
「
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
」
と
呼
ば
れ
る
作
業
や
、
承
継
対
象

権
利
義
務
の
内
容
に
つ
い
て
の
交
渉
が

行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

会
社
分
割
の
準
備
段
階
と
い
え
る
事

前
協
議
や
承
継
対
象
権
利
義
務
の
特
定

は
、
会
社
分
割
の
フ
ァ
ー
ス
ト
・
ス
テ

ッ
プ
且
つ
そ
の
成
否
を
左
右
す
る
重
要

な
手
続
で
あ
り
、
時
間
的
に
充
分
な
余

裕
を
も
っ
て
進
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い

と
い
え
ま
す
。

●
契
約
関
係
の
精
査

前
述
の
デ
ュ
ー
デ
リ
ジ
ェ
ン
ス
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で

す
が
、
承
継
対
象
権
利
義
務
に
関
係
す

る
契
約
書
の
精
査
も
重
要
で
す
。

　

特
に
注
意
す
べ
き
な
の
は
、
会
社
分

割
を
行
う
場
合
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
契

約
相
手
方
に
対
し
事
前
の
通
知
が
求
め

ら
れ
て
い
た
り
、
契
約
相
手
方
の
事
前

承
諾
を
得
な
い
会
社
分
割
の
実
行
が
契

約
解
除
事
由
と
な
っ
て
い
た
り
し
て
い

る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
す
。

〝会社分割〟実務で悩む前に 
 会社法上の各種手続を学ぶ！

司法書士・行政書士 司栗事務所
司法書士・行政書士

岡本 有平
URL   https://sigrioffice.jp/

Th
e title

1

　本稿では、会社分割で必要となる手続の項目の
うち、会社法上の手続を中心とした、特に実務上
で重要なものを解説します。主に、非上場の中小
企業が行う会社分割を前提に手続の全体像を俯
瞰することを主目的としていますが、状況に応じ
たすべての手続を詳細かつ網羅的には述べてお
りません。また、一部に筆者の私見が含まれてい
ることも予めお断りしておきます。

□ �会社分割の実行が、契約解除事由になっていないか

□ �会社分割に際し相手方への通知 / 承諾を求める規定の有無

□ �契約期間（自動更新条項の有無を含む）

□ �担保権などの設定状況

□ �その他、影響を及ぼす可能性のある契約条項の有無など

図1　承継対象契約についての法務面の主なチェックポイント

※�会社分割に伴い株主、役員、その他実質的な経営主体の変更
などが行われる場合は、それらを想定した確認も必要となる

https://sigrioffice.jp/
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特集企画／「会社分割」を使った事業承継

　

そ
の
た
め
、
準
備
段
階
で
の
承
継
対

象
権
利
義
務
の
検
討
と
あ
わ
せ
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
上
重
要
な
契
約
を
中
心
に
、
既

存
の
契
約
内
容
を
精
査
し
、
契
約
相
手

方
に
対
す
る
通
知
ま
た
は
承
諾
の
要
否

を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
契
約
期
間
や
担
保
権
の
存
在

な
ど
が
、
状
況
次
第
で
は
事
業
の
円
滑

な
承
継
の
障
害
に
な
る
場
合
も
あ
り
え

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
規
定

を
あ
わ
せ
て
チ
ェ
ッ
ク
し
た
う
え
で
、

対
応
の
要
否
を
検
討
す
る
必
要
も
あ
り

ま
す
（
図
1
）。

分
割
契
約
の
締
結
と

分
割
計
画
の
策
定

　

事
前
協
議
を
も
と
に
、

・
吸
収
分
割
で
は
「
吸
収
分
割
契
約
書
」

・
新
設
分
割
で
は
「
新
設
分
割
計
画
書
」

を
策
定
し
ま
す
。
記
載
事
項
は
会
社
法

に
お
い
て
法
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
記

載
事
項
に
遺
漏
が
生
じ
な
い
よ
う
に
法

令
の
規
定
を
確
認
し
つ
つ
策
定
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
（
図
2
）。

債
権
者
保
護
手
続

株
主
・
新
株
予
約
権
者
へ
の
通
知

●
債
権
者
保
護
手
続

　

会
社
分
割
に
よ
り
事
業
が
別
の
会
社

に
承
継
さ
れ
る
こ
と
で
、
請
求
先
が
変

わ
っ
て
し
ま
う
債
権
者
が
発
生
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
場
合
に
は
、
債
権
者
を
保

護
す
る
趣
旨
で
、
会
社
分
割
を
す
る
旨

や
、
会
社
分
割
に
関
す
る
異
議
を
一
定

の
期
間
内
に
申
し
出
る
こ
と
が
で
き
る

旨
な
ど
を
公
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

異
議
申
述
の
た
め
の
期
間
は
、
少
な

く
と
も
一
ヶ
月
を
確
保
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
公
告
掲
載
日
か
ら

効
力
発
生
日
ま
で
の
間
は
最
低
一
ヶ
月

間
空
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
公
告
掲
載
と
は
別
に
、
会
社

が
把
握
し
て
い
る
債
権
者
（
知
れ
た
る

債
権
者
）
に
対
し
て
、
異
議
が
あ
れ
ば

申
し
出
る
よ
う
個
別
に
催
告
を
行
う
必

要
も
あ
り
ま
す
。

　

個
別
催
告
の
方
法
は
法
定
さ
れ
て
い

な
い
た
め
、
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
な
ど
、
任
意
の
方
法
で
差
し
支
え
あ

り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
後
日
の
紛
争
を

避
け
る
た
め
、
特
定
記
録
郵
便
な
ど
記

録
が
残
る
方
法
で
送
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
い
え
ま
す
。

●
ダ
ブ
ル
公
告
に
よ
る

　
個
別
催
告
の
省
略

　

官
報
に
加
え
て
、
日
刊
紙
ま
た
は
電

子
公
告
に
も
公
告
を
掲
載
す
る
場
合
に

は
、
債
権
者
に
対
す
る
個
別
催
告
を
省

略
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

い
わ
ゆ
る
「
ダ
ブ
ル
公
告
」
な
ど
と

呼
ば
れ
る
方
法
で
す
が
、
例
え
ば
、
取

引
先
が
多
数
存
在
す
る
会
社
で
は
、
そ

の
全
部
に
対
し
て
催
告
書
を
送
付
す
る

こ
と
で
事
務
負
担
が
重
く
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
会
社
で
は
、
ダ

ブ
ル
公
告
に
よ
る
手
続
を
検
討
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
ダ
ブ
ル
公
告
に
よ
り
個

別
催
告
を
省
略
す
る
場
合
、
予
め
会
社

の
公
告
方
法
を
官
報
か
ら
日
刊
紙
、
ま

た
は
電
子
公
告
に
変
更
し
、
且
つ
公
告

掲
載
日
ま
で
に
公
告
方
法
の
変
更
登
記

申
請
も
完
了
さ
せ
て
お
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

公
告
方
法
変
更
の
た
め
の
手
続
書
類

作
成
か
ら
登
記
申
請
ま
で
は
、
通
常
2

週
間
ほ
ど
の
準
備
期
間
を
要
し
ま
す
の

で
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
に
は
注
意
が

必
要
で
す
。

●
株
主
・
新
株
予
約
権
者
へ
の
通
知

　

会
社
分
割
に
反
対
す
る
株
主
や
新
株

予
約
権
者
に
対
し
て
は
、
一
部
の
例
外

● �当事会社の情報（商号、住所など）

● �承継する資産、負債、雇用契約その他の権利義務に関する事項

● �分割の対価に関する事項

● �新株予約権の処理方法

● �会社分割の効力発生日

● ��分割型吸収分割（人的分割相当行為）をする場合は、その旨を記載

● �【新設分割の場合のみ】設立する会社の定款記載事項、設立時役
員などに関する事項

図2　吸収分割契約または新設分割計画で定めるべき事項の概要
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守
り
と
攻
め
で
シ
ニ
ア
を
取
り
込
め
！

企
業
に
お
け
る

ジ
ェ
ロ
ン
ト
ロ
ジ
ー
の
活
用

The serialization title

　

そ
こ
で
、
私
は
「
高
年
齢
者
へ
の
加

齢
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
マ
イ
カ
ー

通
勤
を
す
る
若
い
職
員
も
含
め
た
、
よ

り
多
く
の
参
加
者
を
募
る
こ
と
で
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
の
対
策
を
、
施
設
全

体
で
見
つ
め
直
す
機
会
を
提
供
し
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と
進
言
し
、
実
際

に
、
異
な
る
年
齢
の
参
加
者
が
加
わ
っ

た
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
も
含
め
て
、

こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
気
付
き
が
研
修

を
通
じ
て
得
ら
れ
ま
し
た
。

加
齢
と
身
体
変
化

　

加
齢
に
伴
う
身
体
の
変
化
に
は
個
人

差
が
あ
り
、
仕
事
に
影
響
を
及
ぼ
す
一

般
的
な
変
化
で
は
、
以
下
の
5
つ
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

「
五
感
の
変
化
」：
加
齢
に
伴
い
、
五
感

（
視
覚
、
聴
覚
、
嗅
覚
、
味
覚
、
触
覚
）

が
低
下
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
特
に

視
覚
や
聴
覚
の
低
下
は
日
常
業
務
に
影

響
を
も
た
ら
し
ま
す
。
嗅
覚
、
味
覚
、

触
覚
に
つ
い
て
も
業
種
に
よ
っ
て
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

員
の
た
め
の
対
応
策
を
考
え
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

職
場
が
加
齢
に
対
す
る
理
解
と
配
慮

を
示
す
こ
と
で
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が

自
身
の
身
体
的
な
変
化
に
と
も
な
う
職

場
に
お
け
る
調
整
を
受
け
入
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
年
齢
や
健
康

状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
の
社
員

が
大
切
に
さ
れ
て
職
場
で
の
包
括
的
な

改
善
や
取
り
組
み
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

　

先
般
、
私
の
と
こ
ろ
に
、
某
施
設
か

ら
「
大
手
企
業
を
定
年
退
職
し
た
ド
ラ

イ
バ
ー
を
雇
っ
て
い
る
が
、
顧
客
を
送

迎
す
る
際
の
事
故
の
リ
ス
ク
を
危
惧
し

て
い
る
。
彼
ら
を
対
象
に
研
修
が
で
き

な
い
か
」
と
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

加
齢
か
ら
考
察
す
る

安
全
対
策
と
は

●
加
齢
は
若
者
に
も
訪
れ
る

身
体
の
加
齢
変
化
に
応
じ
た
職
場
の

安
全
対
策
は
、
全
社
員
に
対
す
る
健
康

と
安
全
へ
の
配
慮
に
な
り
ま
す
。

　

私
が
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ
て
き
た
企

業
は
、
高
年
齢
者
を
ひ
と
つ
の
集
団
と

し
て
安
全
対
策
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ

が
と
て
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
齢
は
単
な
る
数
字
で
あ
っ
て
、
身

体
の
変
化
は
あ
る
年
齢
に
達
し
て
か
ら

急
に
起
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

若
者
も
加
齢
と
と
も
に
、
徐
々
に
身
体

が
変
化
し
て
い
く
と
捉
え
、
個
々
の
社

　若年層の労働力が減少していく中、法的支援や助成
金による外的支援だけではなく、ジェロントロジーを
活用した内的努力が、企業の人材確保や高年齢者の活
用につながることを前回紹介しました。総務省の調査
では、高齢の就業者数は過去最多となり「働けるうち
は働こう」という人が増えています。今回は、加齢に
よる身体変化に加え、衛生管理者としての知見も踏ま
えて、労働環境の改善と安全についてお伝えします。

第 3回

「
職
場
に
お
け
る
安
全
対
策
」
加
齢
に
伴
う
身
体
変
化
と

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
防
止
に
向
け
た
労
働
環
境
の
構
築
に
つ
い
て

http://www.senior-access.com
mailto:ueda@senior-access.com
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企業におけるジェロントロジーの活用

の
背
景
に
は
３
０
０
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

が
存
在
す
る
と
い
う
も
の
で
、
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
の
法
則
は
、
労
働
災
害
に
は
何

か
し
ら
の
予
兆
や
原
因
が
必
ず
あ
る
と

い
う
教
訓
を
示
し
て
い
ま
す
（
図
1
）。

●
加
齢
と
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

　

加
齢
に
伴
う
少
し
ず
つ
の
身
体
変
化

も
、
徐
々
に
事
故
に
つ
な
が
る
リ
ス
ク

と
し
て
表
面
化
し
て
い
く
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
、

年
に
わ
た
っ
て
働
い
て
も
ら
う
た
め
の

必
須
課
題
で
す
。

　

日
々
の
業
務
に
お
い
て
は
、
労
働
災

害
に
は
至
ら
ず
と
も
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
が

発
生
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

労
働
安
全
や
リ
ス
ク
管
理
で
使
用
さ
れ

る
経
験
則
と
し
て
、
事
故
の
氷
山
モ
デ

ル
と
し
て
知
ら
れ
る
「
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

の
法
則
」
が
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
一
つ
の
重
大
事
故
の
背
後

に
は
29
の
軽
微
な
事
故
、
そ
し
て
、
そ

中
力
や
注
意
力
が
衰
え
社
会
生
活
に
影

響
が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
要
因
と
し
て

認
知
機
能
の
低
下
、
注
意
散
漫
、
忘
却
、

身
体
的
疲
労
、
慢
性
疾
患
、
ス
ト
レ
ス
、

睡
眠
不
足
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
年
齢
と
と
も
に
経
験
や
知
識

が
蓄
積
さ
れ
、
そ
れ
が
集
中
力
に
プ
ラ

ス
の
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
、
ま

た
、
適
切
な
ス
ト
レ
ス
管
理
や
健
康
的

な
生
活
習
慣
、
認
知
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
を
行
う
こ
と
で
、
高
齢
に
な
っ
て
も

集
中
力
を
維
持
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
年
齢
と
集
中
力
の
関

係
は
単
純
で
は
な
く
、
個
々
の
状
況
や

取
り
組
み
方
に
よ
っ
て
異
な
り
、
職
場

に
お
い
て
も
多
く
の
対
処
方
法
が
あ
り

ま
す
。

経
験
則
と
し
て
の

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

　

加
齢
に
伴
う
身
体
変
化
を
理
解
し
つ

つ
、
労
働
環
境
を
改
善
し
た
り
、
ヒ
ヤ

リ
ハ
ッ
ト
の
防
止
に
努
め
た
り
す
る
こ

と
は
、
企
業
に
と
っ
て
社
員
を
労
働
災

害
か
ら
守
り
、
安
全
か
つ
安
心
し
て
長

「
筋
力
の
低
下
」：
年
齢
と
と
も
に
筋
肉

量
が
減
少
し
、
筋
力
が
低
下
す
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。
体
力
が
低
下
す
る
こ
と

に
よ
り
、
身
体
を
使
う
作
業
な
ど
が
困

難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
骨
密
度
の
低
下
」：
加
齢
に
伴
い
骨
密

度
が
低
下
し
、
骨
折
や
骨
粗
鬆
症
の
リ

ス
ク
が
増
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
関
節
の
柔
軟
性
の
減
少
」：
関
節
の
柔

軟
性
が
低
下
し
、
関
節
の
可
動
域
が
制

限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
作
業
時
の
無
理
な
態
勢
か
ら
関

節
痛
や
腰
痛
な
ど
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

「
バ
ラ
ン
ス
の
悪
化
」：
年
齢
に
伴
い
身

体
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
低
下
し
、
転
倒

や
け
が
の
リ
ス
ク
が
増
加
す
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

加
齢
に
伴
う

集
中
力
と
注
意
力
の
変
化

　

年
齢
と
集
中
力
の
関
係
は
複
雑
で

様
々
な
要
因
に
よ
り
、
個
人
差
が
み
ら

れ
ま
す
。
一
般
的
に
、
若
者
は
集
中
力

が
高
く
注
意
力
が
長
続
き
し
や
す
い
の

で
す
が
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
集

図1　ハインリッヒの法則とヒヤリハット

図2　身体機能の変化と職場における事故のリスク
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高

低

身
体
機
能

低

高

事
故
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ス
ク
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　出
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事故のリスク領域

個人差
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第8回

掲
示
ツ
ー
ル
は
こ
う
制
作
す
る

　展示会出展に成功している経営者と話していると、最
終的に一致するのは「展示会はキャッチコピーで決まる」
ということです。自社のウリをキャッチコピーとキービ
ジュアルで表現し、来場者に見つけてもらうことが何よ
り重要であり、そのためにはツールを従来のパネルサイ
ズではなく、思い切ったサイズにして掲示しましょう。

http://www.yugetoru.com
mailto:info@yugetoru.com


キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

書
き
た
い
の
で
す
が

ど
う
考
え
れ
ば

・
・
・
？ 

ま
ず
は

伝
え
た
い
ウ
リ
を

決
め
ま
し
ょ
う
！ 

ダ
イ
レ
ス

フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
に
よ
る

鈑
金
加
工
技
術
と

治
具
制
作
の

・
・
・

長
い
で
す
し

専
門
的
す
ぎ

ま
す
ね

な
る
ほ
ど
・
・
・

第
一
に

伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は

顧
客
に
と
っ
て
の

メ
リ
ッ
ト
で
す

わ
か
り
ま
し
た

２
人
で
考
え
て

み
ま
す
！ 

ガ
ン
バ
リ

ま
ー
す
！ 

も
う
ひ
と
つ
大
切
な
の
が

「
キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
」

で
す
！ 

キ
ー
ビ
ジ
ュ
ア
ル
？ 

何
で
す
か

そ
れ
は
？ 
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